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令和５年（ネ）第５８４号 

「結婚の自由をすべての人に」訴訟控訴事件 

控訴人  こうすけ、まさひろ、こうぞう、ゆうた、ミコ、ココ 

被控訴人 国 

 

原告ゆうた意見陳述要旨 

 

２０２４（令和６）年２月１９日 

 

福岡高等裁判所 第５民事部 御中 

 

原 告   ゆ  う  た   

 

記 

昨年６月の福岡地裁の判決以降、こうぞうさんと私のこの不安定な社会的関

係には、一切変化はありません。 

 

能登半島地震や、ウクライナ・パレスチナのニュースなどを日々見聞きする

たびに、私たちのこの穏やかで慎ましい暮らしは、いつ崩れ去ってもおかしく

ないのだと強く感じます。 

私たちが「家族」として営む日々の生活の基礎は、不安定なままです。 

だからこそ、有事の際に最も望まない結果が待ち受けていることが分かりま

す。 

 

こうぞうさんと私は、法律上は赤の他人です。 

配偶者として取り扱ってくれる人は、誰もが苦難に直面する有事の際、誰も
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いません。 

 

今、この国の立法府は、政治とカネの問題に振り回されているように見えま

す。 

それが無くても、この国には先送りできない問題・課題が山積みで、同性婚

の法制化など、事の動かなさには「今はそれどころじゃないんだ」と言われて

いるようにさえ感じます。 

 

しかし、私たちにとっての婚姻の平等は、二の次にされたり、慎重な検討を

要するなどと棚ざらしにされていい問題ではありません。 

生活、人生、人権の問題なのだと改めて強く思います。 

 

この国、政府与党は、声を上げる当事者がいなくなるのを待っているのかと

疑いたくなるほど、自分たちの都合のいい時には都合のいいように文化・人権・

法律を切り取って利用し、都合が悪ければ驚くほど冷淡で、無関心です。 

 

起伏の少ない私の日々の生活の中で、この訴訟に参加したことで起きた変化

が 1 つあります。 

こうぞうさんの行っている、性的マイノリティへの理解増進・人権啓発の講

演活動で、私自身も発言する機会を得たこと、また熊本で発行されている文芸

誌に、訴訟の原告として寄稿するようになったことです。 

 

そのように変化した日々の中で、この問題に対する社会のまなざしについて、

改めて考えさせられることがありました。 

問題の捉え方は、人それぞれです。それでいいと思います。 

当事者にとっては掛け替えのない人生の課題であり、寄り添う声もあり、支
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えてくださる方々もいて、心無い差別や暴力、無知や偏見、思い込み、二次被

害があることも知っています。 

 

 

講演を聞いてくださる方々は、年齢問わず、ほとんどの場合、これが人権問

題であり、私たちの不安定な立場を理解し、受け止めてくださいます。 

若ければ若いほど、なぜ私たちが結婚できないのか、国が認めないのかを率

直に疑問に思ってくれているし、高齢の方でも、話の内容を深く理解し、多様

性を自然に受け入れている人がたくさんいることを肌で感じます。 

また、私の書いた文章を読んだという、性的マイノリティの当事者の人や、

当事者ではない人の双方から、感想のお手紙をいただくこともあります。 

それは、現状に生きづらさや不安を感じ、私たちが原告として活動している

ことに勇気づけられている、あるいは、私たちを応援している、早く家族にな

れますようにといったものです。 

それらを通じ改めて、日本には同性婚の法制化を求める切実な思いが、声を

上げることができない多くの声があり、社会には既に、同性婚の法制化を受け

入れる素地ができているのだと感じます。 

 

国が、法制化をしない言い訳に、社会的な理解を持ち出すのにはもはや無理

があります。 

本当に、社会の理解をもっと深めたいと思っているなら、同性婚を法制化す

ればいいだけの話です。 

 

最後に。 

司法が、この問題を立法府に丸投げするのではなく、立法府が早急に動き出す

必要があるのだ、という正しい判断を示すことが、この国を生きる全ての人に
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とって利益になると信じています。 

以   上 

 


